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ゲームセンター運営に欠かせない関連製品（ゲーム機以外で運営に必要なもの）について、基礎
知識から詳細情報まで一気通貫に解説する特集企画の第1弾として、プレイヤーとゲームを繋ぐ
重要なインターフェースである「レバー」と「ボタン」を取り上げる。同分野を取り扱うメーカー各
社の協力の下、現在のアーケードゲームにおけるレバー／ボタンの定番商品から最新のものま
でを多数紹介すると共に、各パーツの役割やメーカー毎の特徴、メンテナンス等、多方面に解説
していきたい。

特 集

レバーとボタン
徹底解説！

基礎情報から詳細情報までまるわかり
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中
に
は
汎
用
ビ
デ
オ
筐
体
を
設
置
し
て

い
な
い
よ
う
な
ロ
ケ
も
見
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
が
、
い
わ
ゆ
る
「
レ
バ

ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
」
は
そ
う
し
た
汎
用
ビ
デ

オ
筐
体
だ
け
で
な
く
、
キ
ッ
ズ
ゲ
ー
ム
や

ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム
、
大
型
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム

等
で
も
幅
広
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
今
な

お
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
象
徴
す
る
入
力

装
置
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
ら
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
機
に
装
備

さ
れ
て
い
る
レ
バ
ー
を
開
発
し
て
い
る
メ

ー
カ
ー
と
言
え
ば
「
三
和
電
子
」
と
「
セ

イ
ミ
ツ
工
業
」
の
２
社
が
有
名
で
あ
り
、

両
社
の
製
品
概
要
を
把
握
す
れ
ば
ほ
ぼ
全

て
把
握
で
き
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
両
社
そ
れ
ぞ
れ
に
入
力
感
や
構
造
に

特
色
が
あ
り
色
々
と
興
味
深
い
が
、
そ
の

あ
た
り
の
解
説
は
後
ほ
ど
す
る
と
し
て
、

ま
ず
は
レ
バ
ー
が
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
の
か
？
と
い
っ
た
部
分
を
解

説
す
る
。
下
図
で
も
詳
し
く
説
明
を
加
え

る
が
、
レ
バ
ー
を
構
成
す
る
主
要
な
パ
ー

ツ
と
言
え
ば
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
直
接
触
れ

る
部
分
の
レ
バ
ー
球
と
シ
ャ
フ
ト
、
そ
し

て
入
力
感
を
大
き
く
左
右
す
る
ス
イ
ッ
チ

部
と
ガ
イ
ド
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ス
イ
ッ
チ

は
４
つ
取
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

が
（
シ
ャ
フ
ト
の
動
き
に
合
わ
せ
て
）
押
さ
れ

る
こ
と
で
対
応
す
る
４
方
向
へ
の
入
力
と

な
る
。
ま
た
、
二
つ
の
ス
イ
ッ
チ
が
同
時

に
押
さ
れ
る
パ
タ
ー
ン
４
つ
も
あ
り
、
計

８
パ
タ
ー
ン=

８
方
向
の
入
力
が
可
能

に
な
る
と
い
う
わ
け
だ
。
ス
イ
ッ
チ
は
主

に
「
マ
イ
ク
ロ
ス
イ
ッ
チ
」
と
い
っ
た
種

類
の
も
の
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ス
イ
ッ

チ
の
押
圧
の
違
い
で
入
力
感
に
も
差
が
で

て
く
る
。「
ガ
イ
ド
」
も
同
じ
く
入
力
感

を
調
整
し
た
り
入
力
方
向
を
限
定
し
た
り

す
る
際
に
用
い
る
大
事
な
パ
ー
ツ
だ
。

レバーの基礎知識

レバー交換

各部位の名称と解説

まず最初に「レバー」に関する基礎知識から解説を進めていきたい。
タッチパネル式も多くなったが、「レバー」はやはりアーケードゲームを象徴するインターフェース。
しっかりとその基礎知識を得ておきたいところだ。

不具合時はもちろん、中にはプレイヤーの好みに合わせて変更したいケースもあるかも知れない。
ぜひともレバー交換をできるようになりたいところだ。

 Chapter 

1

レバーとボタン
徹底解説！①コネクタ、または端子を抜く

プリント基板に4方向のスイッチをまとめた端子があ
るのでそれを外す。セイミツ製の基板一体型でない
ものは4ヶ所外す

直ペンチ厳禁
レバーボールをしめる際、軸をペンチで直接挟んで
締めるという方法を行っている人をたまにみかける
が、軸に傷が付き、錆びの原因になったり握った時
の感触が悪くなるのでやめよう。多少面倒くさくて
も、パネルを開けてマイナスドライバーをレバー軸裏
のネジ溝部分にあてがい、しっかりと固定しよう

画像は三和電子の「JLF-TP-8Y」。
（　　）内はセイミツ工業製における名称

②レバーボールを外す
レバーの軸裏、ネジ溝部分にマイナスドライバーをあ
てがい、レバーボールを掴んで回す

③レバー基部を外す
土台に付いているネジを全て外し、レバー基部（M
ベース／架台）

固定はしっかり
レバーはボタンよりも可動が激しく、土台部のネジや
レバーボールが緩みがちとなる。ネジ山をなめない程
度に、限界まできつくかしめよう。ネジ止め液を使うの
も良い

④レバーを付け替える
新しいレバーをネジで取付け、レバーボールをはめ
る。慣れないうちは二人がかりでやっても良い

①レバーボール
②シャフト
③ベアリング（軸受け）　シャフトに取付けられるパーツでこれも入力感に影響する。Mベース
（架台）との摩擦もある箇所なのでしっかりとグリスでメンテしたい。
④Mベース（架台）
⑤S.Pパイプ（スプリング受け）
⑥P.Sパイプ（スペーサー）
⑦ワッシャー
⑧スプリング　レバーの入力感に影響する他、シャフトを倒した際、元の位置に戻すのにも
必要なパーツ。
⑨Eリング　組み合わせたパーツを固定する要のパーツ。レバー分解時にこの部分が吹っ
飛びなくしてしまうケースも多いので気をつけたい。Eリングはマイナスドライバー等で取り外し
できるが、Cリングを用いている場合は基本、専用の工具が必要。
⑩ディスク（レバーパッキン）　2枚ある場合は一つはコンパネ上に、もう一つはコンパネ下
に配置し埃などの進入を防止する。
⑪マイクロスイッチ付プリント基板（スイッチ基板ASSY）
レバーの心臓部。このスイッチの種類で入力感があらかた決まる。セイミツレバーの中には基
板がなくマイクロだけのものもあるが、現在は三和、セイミツ共に基板一体型が主流。ASSY
（アッシー）は=アッセンブリで二つ以上の部品が組み合わされた構成部品のこと
⑫ガイド　スイッチ同様にレバーの入力感に大きく影響する他、入力方向を限定する際にも
用いる。セイミツ工業は主としてメインとサブ、2枚のガイドが用意されている。
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SANWA三和電子のレバーを知ろう！
ここでは三和電子製のレバーをいくつか紹介し、その特徴やポイント等を解説していくと共に、
同社製レバーの品番の見方や、内部パーツの特徴やバリエーション等についても触れてみたい。

 Chapter 

2

JLF-TP-8Y-SK-□

JLF-TP-8Y-□

JLF-TPRG-8AYT-SK-□

レバー球の脱落防止に効果的！

三和電子のレバーと言えばコレ！

レバー入力音による技バレ防止に！

「JLF-TP-8Y-SK」（基板タイプジョイスティック
レバー／シャフトカバー黒付）は、定番の「JLF-
TP-8Y」にシャフトカバーが付いたタイプ。シャフ
トカバーが付く事でシャフト部の握り具合の感
触が変わる他、プレイ中にゆるみがちなレバー
ボールが取れ辛くなる。レバーボールの盗難など
といったイタズラ防止としても非常に有効的だ。

「JLF-TPRG-8AYT-SK」（基板タイプ静音ジョ
イスティックレバー／鉄板付/シャフトカバー付）
は、リードスイッチを採用することでマイクロス
イッチ特有の「カチカチ」といったスイッチ音を
解消した静音タイプのレバー。ハイレベルなプレ
イヤーはスイッチ音で対戦相手が次にどんな技
を繰り出すのかわかることもあると言われ、そうし
た部分に配慮することもできる。ゲームセンター
内ではそこまで音に気を使う必要はないかも知
れないが、マイクロに比べてスイッチ寿命が飛
躍的に向上しているので、そうした部分からも選
択肢の一つとなり得る。

シャフトカバーは単体で
も販売されている（※写
真はJFLシリーズ専用
のシャフトカバー・ディス
クセット「JLF-CD-K」）
※セットに含まれるのは
シャフトカバー専用の
ディスクとシャフトのみ。

スイッチ音が静かにな
るだけでなく、スイッチ
寿命も伸びるリードス
イッチ

三和電子を代表するレバーと言えば、「JLF-TP-8Y」（基板タイプジョイステックレ
バー）が挙げられるだろう。現状多くの汎用ビデオ筐体にデフォルトで用いられている
こともあり、ゲームセンタースタッフ、ゲームプレイヤーには非常になじみ深い商品と
なっている。マイクロがプリント基板と一体となったプリント基板装着タイプなので、コ
ネクターを差し込むだけで配線が完了。また、組立てにネジを用いておらず工具をほぼ
用いず手軽に組立てられるのも大きな特徴だ。4-8方向切替えがレバー裏のガイド
チップを回すだけで変更可能。傾斜角度は+-8.5度となっている。

三和電子レバーセレクション

※□の部分にはレバーボールのカラーが
入る。

三和電子レバーセレクション
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基礎情報から詳細情報までまるわかり

レバーとボタン、徹底解説！特 集

JLM-AP-□

JLF-TP-8Y-□

三和電子製の最新レバーとしてピックアップするのは
磁気センサー式アナログジョイスティック「JLM-AP」。
同製品は磁気センサーを使用した無接点方式の小型
アナログステックレバーで、「無接点」のため非常にな
めらかな入力感覚かつ消耗が少なく長寿命となってい
る。そのなめらかな入力感を活かし、ジョイスティックで
位置を決めるクレーンゲームのレバーとして用いてみて
も面白いかもしれない。スティックの傾斜によるアナロ
グ操作に加えて、スティック押し込み（直実時）によるデ
ジタルスイッチ操作を行うこともできる。

レバー方向の変更や入力感の調整を行うガイドは、レバーにとって非常に重要なパーツの一つ。
三和電子のガイドはガイドチップを回すだけで手軽にレバー入力方向を切替えできることが大きな
特徴だ。またベースにガイドを着脱する際も工具を用いることなく行うことができる。

ガイドにはオプションも用意されており、8
角ガイドセット「GT-Y」は4角ガイドよりも
レバーの操作性が滑らかにアップする。
またアーケードゲームではほとんど用いら
れないが、2方向に固定する「GT-2F」
も用意されている。

最新レバー紹介 手軽に切替え可能なガイド

より滑らかな操作感の8角型ガイド

三和電子製レバー　品番の見方解説

所
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
ハ
ー
ネ
ス

は
１
ヶ
所
接
続
で
済
む
。
レ
バ
ー
入
力
方

向
を
制
御
調
整
す
る
「
ガ
イ
ド
」
は
中
央

部
の
ガ
イ
ド
チ
ッ
プ
を
回
す
だ
け
で
「
８

方
向
」「
４
方
向
」
の
切
替
え
が
で
き
る

と
い
っ
た
部
分
も
特
徴
の
一
つ
だ
。

　

家
庭
用
ゲ
ー
ム
機
向
け
の
レ
バ
ー
・
ボ

タ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
（
以
下
・
ア
ケ
コ
ン
）

で
三
和
電
子
製
レ
バ
ー
が
採
用
さ
れ
る
こ

と
も
多
く
、
そ
う
し
た
部
分
を
と
っ
て
も

非
常
に
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
手
に
馴
染

ん
で
い
る
レ
バ
ー
だ
と
言
え
よ
う
。
同
社

で
は
常
に
市
場
ニ
ー
ズ
を
意
識
し
、
ニ
ー

ズ
の
取
り
込
み
や
微
調
整
を
試
み
て
い

る
。
メ
イ
ン
シ
リ
ー
ズ
の
「
Ｊ
Ｌ
Ｆ
」
の

「
Ｆ
」
は
「
Ｊ
Ｌ
Ａ
」
か
ら
始
ま
っ
て
「
Ｊ

Ｌ
Ｂ
」「
Ｊ
Ｌ
Ｃ
」
…
…
と
続
い
た
先
の

６
番
目
（
Ｆ
）
の
モ
デ
ル
と
い
う
意
味
で
、

定
番
に
落
ち
着
く
ま
で
に
試
行
錯
誤
が
繰

り
返
さ
れ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

こ
こ
近
年
主
流
と
な
っ
て
い
る
「
ビ
ュ

ウ
リ
ッ
ク
ス
」「
リ
ン
ド
バ
ー
グ
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
」「
ノ
ア
ー
ル
キ

ャ
ビ
ネ
ッ
ト
」
等
と
い
っ
た
汎
用
ビ
デ
オ

筐
体
に
デ
フ
ォ
ル
ト
で
装
備
さ
れ
る
な

ど
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
共
に

非
常
に
な
じ
み
深
い
三
和
電
子
製
の
レ
バ

ー
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
声
を
ネ
ッ
ト
等
で
拾

っ
て
み
る
と
、
三
和
電
子
製
レ
バ
ー
の
主

な
特
徴
と
し
て
レ
バ
ー
の
操
作
感
が
「
柔

ら
か
め
」
で
、
レ
バ
ー
を
グ
リ
グ
リ
と
一

回
転
さ
せ
る
よ
う
な
操
作
や
、
同
方
向
に

〝
コ
ン
コ
ン
〞
と
２
度
入
力
す
る
よ
う
な

操
作
も
無
理
な
く
行
え
る
こ
と
か
ら
、
そ

う
し
た
操
作
が
よ
く
求
め
ら
れ
る
対
戦
格

闘
系
に
相
性
が
良
い
、
と
い
っ
た
意
見
を

よ
く
目
に
す
る
。

　

レ
バ
ー
入
力
を
反
映
さ
せ
る
マ
イ
ク
ロ

ス
イ
ッ
チ
は
プ
リ
ン
ト
基
板
が
用
意
さ
れ

た
「
一
体
型
」
で
、
コ
ネ
ク
タ
ー
が
１
ヶ

多
く
の
汎
用
ビ
デ
オ
筐
体
に

採
用
さ
れ
て
い
る
三
和
電
子
製
レ
バ
ー

コンシューマーゲームプレイヤーにも三和レバーは馴染みが深い。写真は基板タ
イプジョイスティックレバー／平鉄板「JLF-TP-8YT-SK-□」

マイクロスイッチ部分。三和レバーはす
べてプリント基板と一体となったタイプ

レバーが傾きマイクロのスイッチを押す
と、対応した方向に入力される

8方向に設定された状態

左が8角ガイドセット「GT-Y」で右が通常のガイド

4方向に設定された状態

（例1）JLF-TP-8Y-SK-□　　○SK（シャフトカバー）：SCではなくSKなのは、ローマ字標記しているため。
（例2）JLF-TP-8YT-SK-□　　○8YT:8方向・コネクター横位置で、Tは「鉄板（TEPPAN）付き」のT。

JL(ジョイステックレバー）F(F番目の開発モデル）
TP（タイプ・プリント）：マイクロとプリント基板が一体型という意味
8Y（ハチ・ヨコ）：8は「8方向」のこと。Yは「ヨコ」と読み“横”のことで、取り付けネジ穴個所を上下にして見た時に
コネクター位置が横にくることを示している。
□ ： □部分はレバーボールのカラー

最新レバー紹介

基本
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SEIMITSU
Chapter 2 Chapter 

3 セイミツ工業のレバーを知ろう！
ここではセイミツ工業製のレバーをいくつか紹介し、その特徴やポイント等を解説していくと共に、
同社製レバーの品番の見方や、内部パーツの特徴やバリエーション等についても触れてみたい。

LS-56-01-○-□

LS-58-01-○-□

LS-55-01-○-□

LS-60-○-□

LS-32-01-○-□

入力感が最も
「カタメ」なモデル

カラフルで高い
アイキャッチ

軸受がなく
無給油で使用可能

他より柔らかな
入力感

セイミツ工業のレバーと言えばコレ！

「LS-56-01-○-□」はセイミツレバーの
中で最もしっかりとした入力感が得られ
るモデルで、そのカタサ加減は「LS-
32」よりも上。コンパクトでシャフトカ
バー付きとなっている。

「LS-58-01-○-□」はセイミツレバーの
特徴である「しっかりとした入力感」「頑
丈さ」を押さえつつレバーボールやシャフ
トカバーにクリアタイプを用いたカラフル
な製品。

「LS-55-01-○-□」の特徴として挙げ
られるのはシャフトを受ける「軸受」がな
いこと。そのため無給油で使用できるな
ど耐久性にすぐれている。かなりダイレク
トな入力感。

「LS-60-○-□」は「LS-58」をベースに
より入力感を柔らかくした新モデル。こ
の製品だけマイクロスイッチとバネが他
と異なっており、最も柔らかな入力感が
得られる。

※○の部分にはレバーボールのカラー、
□にはベース版のコードが入る。

セイミツ工業を代表するレバーといえばやはりこの「LS-32-01」となるだろう。90年
代初頭から流通し始め、当時のゲームセンターにて設置されていた汎用ビデオ筐体
の多くが同モデルを採用。入力感がしっかりとしているのがセイミツレバーの特徴であ
り「LS-32」シリーズがその代表格。かつてはマイクロがそれぞれ独立した型が主だっ
たが、現在では基板と一体（ASSY）となったタイプが主流で、それらのモデルには
「01」がナンバリングされている。パーツを固定するのに「Cリング」が使われており、同
タイプだと取り外しに特殊工具が必要となるが、これは「より耐久性の高い」というセ
イミツレバーの特色をしっかりと打ち出すための措置。

セイミツ工業レバーセレクションセイミツ工業レバーセレクション
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LS-32-01-SC-○-□

LS-32-○-□

セイミツ工業製の最新レバーとしてピックアップするの
は定番の「LS-32-01」にシャフトカバーが付いた
「LS-32-01-SC」。シャフトカバーが付く事でレバーを
持った時の感覚が少々変化する（例えば冬場でも冷た
くない等）他、シャフトカバーが付いたぶん、シャフトの径
が若干細くなっているので「LS-32-01」に比べ若干入
力感が軽いといった特徴もある。また汗によるシャフト
の錆び防止にもなる。

セイミツ工業製レバーのガイドは、その多くがメインガイドの他にサブガイドが用意され、二つのガイ
ドを組み合わせる型で入力感の調整を行っている。メインガイドだけでもレバーとして機能はするの
だが、サブガイドが付くことによってよりしっかりとした入力感が得られることもあり、こだわりのある
ユーザー間では「サブを外すとセイミツレバーではない」といった意見が主流を占めるという。この
ように「しっかりとした入力感」が特徴のセイミツレバーだが、近年はよりなめらかなタッチを求める
ユーザーも増えたことから、オプションで用意されている「丸メインガイド」の人気が非常に高まって
いるとのこと。一度試してみても面白いかも知れない。

LS-56

LS-32

LS-58

LS-55

LS-60

最新レバー紹介 密かな人気商品の「丸メインガイド」

セイミツレバー「入力感」一覧
（本特集紹介レバー）

セイミツ工業製レバー　品番の見方解説
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テ
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さ
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ら
れ
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さ
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あ
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入
る
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入
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あ
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。
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シ
テ
ィ
、
エ
ア
ロ

シ
テ
ィ
等
と
い
っ
た
汎
用
ビ
デ
オ
筐
体
の

多
く
に
セ
イ
ミ
ツ
レ
バ
ー
が
採
用
さ
れ
、

古
く
か
ら
の
ゲ
ー
ム
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
中
に

は「
セ
イ
ミ
ツ
製
レ
バ
ー
で
な
い
と
ダ
メ
」

と
い
っ
た
言
葉
を
漏
ら
す
人
も
多
い
と
聞

く
。
特
徴
と
し
て
は
と
に
か
く
入
力
感
が
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と
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。
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入
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で
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に
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れ
た
セ
イ
ミ
ツ
工
業
製
レ
バ
ー

セイミツ製レバーのマイクロは、以前はプリント基板なしのタイプが用い
られていたが、近年はほとんど一体型（スイッチ基板ASSY）になってい
る。パナソニック製のマイクロはスイッチの入力感に特徴がある

LS-32シリーズ専用の丸メインガイド LS-33、55、56、58、60シリーズに使用できるオプションガイド

（例1）LS-32-01-SC-○-□　○01：マイクロとプリント基板が一体となった「スイッチ基板ASSY」を採用しているモデルを
指す。逆に01が付いていないのはマイクロがそれぞれ独立しているタイプのこと。　○SC（シャフトカバー）

LS（レバースティック）32（開発番号） ○-□ ： ○の部分はレバーボールのカラー、□はベース版のコード
①SEベース：コード=SE　取付寸法 85×40㎜　 ②SSベース：コード=SS　取付寸法 80×40㎜
③MSベース：コード=MS　取付寸法 85×40㎜　④VFベース：コード=VF　取付寸法 65㎜（2ヶ所止め）
⑤SEベース P-40：コード=SE　取付寸法 85×40㎜（LS-33、55、56、58、60シリーズ）
⑥SSベース P-40：コード=SS　取付寸法 80×40㎜（LS-33、55、56、58、60シリーズ）

基礎情報から詳細情報までまるわかり

レバーとボタン、徹底解説！特 集

最新レバー紹介

硬

軟

基本
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ボタンの基礎知識
ここでは「レバー」同様、ゲームには欠かせない要素の一つである「ボタン」についていくつか基礎的なことを解説する。
ここ最近は音楽ゲームユーザーからの重さ調整のリクエストもあるかと思われるのでそのあたりも少し触れてみた。

 Chapter 

4
　

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
ボ
タ
ン
は
消
耗

品
で
あ
り
、
ゲ
ー
ム
に
よ
っ
て
は
連
打
す

る
こ
と
も
多
い
こ
と
か
ら
レ
バ
ー
に
比
べ

て
交
換
頻
度
も
高
く
、
あ
る
意
味
「
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
基
本
」
と
な
る
パ
ー
ツ
と
言

え
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

現
在
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
に
て
主
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
ボ
タ
ン
は
い
わ
ゆ
る

「
押
し
ボ
タ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
種
類
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も

の
で
、
い
く
つ
か
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
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あ
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大
別
す
る
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「
差
し
込
み
式
（
ハ
メ

込
み
式
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か
「
ネ
ジ
式
」
の
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種
が
あ
り
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前
者
は
取
付
け
や
取
り
外
し
が
ワ
ン
タ
ッ

チ
で
メ
ン
テ
が
楽
だ
が
緩
み
（
回
り
）
や

す
い
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
り
、
後
者
は
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
に
多
少
苦
労
を
要
す
る
が
コ

ン
パ
ネ
に
し
っ
か
り
と
固
定
さ
れ
る
と
い

っ
た
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
ゲ
ー
ム
種
に
よ

っ
て
は
ボ
タ
ン
が
光
る
タ
イ
プ
の
「
照
光

式
」ボ
タ
ン
を
用
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
性
に
優
れ
て
い
る
。

　

ボ
タ
ン
の
メ
ン
テ
に
関
し
て
は
、
近
年

音
楽
ゲ
ー
ム
の
隆
盛
と
共
に
コ
ア
プ
レ
イ

ヤ
ー
が
ボ
タ
ン
を〝
自
分
好
み
の
入
力
感
〞

に
調
整
し
た
と
い
っ
た
要
望
を
す
る
こ
と

も
増
え
て
い
る
と
聞
く
。
そ
の
あ
た
り
に

し
っ
か
り
対
応
で
き
れ
ば
他
店
と
の
差
別

化
に
も
繋
が
る
こ
と
だ
ろ
う
。

押しボタン交換

押しボタンの分解・清掃

客から「ボタンがおかしい」と指摘されたらまずは「どのようにおかしいか」を確認しよう。
全く効かない場合は配線抜けの可能性もある。戻りが悪いのは一度清掃してみると良いかもしれない

ボタンは消耗品なので不具合時には交換が必要だが、メンテナンスして再利用することも
コスト削減には重要。寿命を伸ばす意味でも分解・清掃はできるようにしておこう

①コントロールパネルを開ける
コンパネの鍵穴は、大抵は裏側（座った時に膝があ
たる部分）に有るので探して開ける

①プッシュ部分の分解
ボタン側面の穴に細いドライバーなどを突っ込み、ボ
タンを分解する

②ファストン端子を抜く
端子をしっかりと掴んで抜く。断線の恐れがあるので
コードを引っ張ってはいけない。コードの色は覚えて
おくこと

②上蓋を外したことろ
ボタンは大別して凹型の受け皿と凸型のプッシュ部
分、そしてスイッチ（主にキースイッチ）で構成されて
いる

③ボタンを外す
両側の出っ張りを押しながら抜く（差し込み式／ハメ
込み式の場合）

③キースイッチを引き抜く
受け皿内部に入っているキースイッチを側面の出っ
張りを押し込む事で外す

④新しいボタンを付ける
手のひら全体でギュッと押し込む。コードは色を間違
えないように繋ぐこと。わからなくなったら2P側、また
は他の筐体を参考にしよう

④汚れを拭き取る
写真のように手あかやこぼしたジュース、ほこり等々
が付着していることが多い。きれいに拭き取ろう

音楽ゲームが一躍ゲームセンターの人気ジャ
ンルになるに連れて、より高いレベルでプレイを
したいと願うプレイヤーの中にボタンの重さ調
整を要望する者も増えて来た。大抵は「（入力
感を）軽くして欲しい」といったもので、軽くする
にはボタンのスプリングを変えたり、マイクロス
イッチを変えたり、また双方を行うなどして行う。
プレイヤーそれぞれ好みがあるので調整は難し
いところだが、いくつか試して店舗独自のノウハ
ウを生み出すのも面白いかも知れない。

音ゲー用照光式押しボタンの入力感を軽くする

三和電子で販売している照光式押しボタン用スプリング。
左から20g、60g、100g、200g、400g

画像はセイミツ工業製のPS-14-KNをバラしたもの。
右下のキースイッチが入力感のキモとなる

マイクロスイッチの押圧によって入力感が変わる。写真は三和
電子が販売しているマイクロスイッチで、左上から時計回りに
押圧10g、25g、50g、200g、100g
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SANWA三和電子のボタンを知ろう！
ここでは三和電子製のボタン各種を紹介する。様々なタイプのゲーム向けに多種多様揃えられているが、その中からゲームセンタ
ースタッフに馴染みある商品をいくつかピックアップしてみた。

 Chapter 

5

OBSF-30-□

三和電子製ボタン　品番の見方解説

（例-1）OBSN-30-□　OBS（オシボタンスイッチ）N（ネジ）：Nは「ネジ式」の意味。基本的にFが付けばハメ込み式、Nが付けばネ
ジ式と認識すれば良い
（例-2）OBSC-30-□　OBS（オシボタンスイッチ）C（クリア）：Cは透明タイプのボタン種を示す
（例-3）OBSF-24KK-□　24KK（24カクカク）：φ24に対応しているカクカク=正方形のボタンの意味。Kが一つの場合はカク=
長方形となる

OBS（オシボタンスイッチ）F（ファストン）：OBSは押しボタンスイッチの意味で、Fはファストン端子（平型端子）を
用いているといったこと。
30：取り付け穴寸法φ30に対応しているといった意味。「24」「40」等についても同様

カラー
赤、黄、青、オレンジ、白、灰色（フチ黒）、
ダークブルー（フチ黒）、黒、ピンク、グリーン、
ダークブルー、紫、朱色、赤（フチ黒）、マットブルー

OBHS-24

三和電子製の最新ボタンとしてピックアップするのは
フォトスイッチ式フルカラー押しボタン（φ24）「OBHS-
24」。スイッチ部に一般的なキースイッチではなくフォト
スイッチを採用。無接点方式となることで従来の有接
点スイッチに比べ電気的寿命を飛躍的に向上させた。
1個のLEDランプで7色（赤・緑・青・黄・紫・水色・白）に
光る。

最新ボタン紹介 三和電子のボタンセレクション

OBSF-30-□
三和電子のボタンと言えばコレ！

「OBSF-30」（ハメ込み式押しボタン30φ）は2ヶ所ある爪の部分がコンパネにしっか
りとフィットし、手軽に脱着が可能な同社最量販のボタン。三和電子はもともとネジ式
押しボタンからボタン開発をスタートしていたが、顧客からの意見を元に手間のかかる
ネジ式ではなく、手軽に取り扱いができるハメ込み式が主流になっていった。中でも
30φタイプは最もニーズが高く、カラーバリエーションも15パターンと、同社の製品ラ
インナップ中、最多を誇っている。

OBSC-30-□□

OBSF-24KK-□

OBSN-30

「OBSC-30」（ハメ込み式押しボタン30φクリアー）は再量販の
「OBSF-30」をベースに、透明感のあるクリアなデザインを実
現。キャップを外して中のプレートに印刷したりシールを貼付ける
ことも可能。

「OBSF-24KK」（ハメ込み式押しボタン24φ正方形）は主に麻
雀ゲーム等に用いられる正方形タイプのハメ込み式押しボタ
ン。カラーバリエーションは8タイプ。

「OBSN-30」（ネジ式押しボタン30φ）は、ハメ込み式ではなく
「ネジ式」にて取り付けを行うスタンダードな30φタイプの押しボ
タン。板厚が厚いタイプのものでも幅広く対応。

最新ボタン紹介

※□の部分にはボタンのカラーが入る。

基本
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SHIBA芝商事のボタンを知ろう！
ここでは芝商事製のボタン各種を紹介する。他社同様、様々なタイプのボタンが揃えられているが、
現在の売れ筋は照光式タイプ。照光式ではないものを含め、主要商品を幾つかピックアップする。

 Chapter 

6

カラー
赤、白、黄、青、緑、スモーク

S-9 24kkスイッチ

照光式ではない押しボタンに関しても、もちろん様々な
種類が用意されている。オーソドックスなタイプでは、取
付方法がネジ式の「S-2 30φねじ式スイッチ」（110
円）や、オムロン製リードスイッチ（B2RM）を使用した
「S-1 30φリードスイッチ」およびそのネジ式の「S-1-2 
30φリードスイッチ」（ともに380円）など。また麻雀用で
も、20㎜角サイズの「S-9 24kkスイッチ」（130円）など
が用意されている。

その他の押しボタンの紹介
芝商事の照光式セレクション

A-5 薄型照光式押しボタン長方形
芝商事のボタンと言えばコレ！

「A-5 薄型照光式押しボタン長方形」は、一部の音楽ゲームに最適の長方形（51.3
×34㎜）の薄型照光式押しボタン。同社製の押しボタンではこれが最も売れている。
マイクロスイッチ（同社純正）および12Vウェッジ球（白熱球）が付属。カラーは全6
色。取付穴の寸法は28×46㎜となっている。芝商事のボタンの特徴と言えば、やはり
「安価」という点に尽きる。付属する同社純正マイクロスイッチの押圧はやや硬めの
設計だが、押圧を好みの硬さに変更するために、たとえオムロン製マイクロスイッチを
別途購入しても、それでも安価での購入が可能だろう。同様に、照光式押しボタンに
は12Vウェッジ球（白熱球）が付属しているが、元来が比較的安価なため、これを
LED球に変更してもそこまで高いものにはならない。

A-1 100φドーム型照光式押しボタン

A-11 厚型照光式押しボタン30φ丸型

A-6 薄型照光式押しボタン33角正方形

A-9 薄型照光式押しボタン正三角形型

一部の音楽ゲームに最適のドーム型照光式押しボタン。マイク
ロスイッチおよび12Vウェッジ球が付属。カラーは赤、白、黄、
青、緑の全5色。取付穴の寸法は88φ。

スタートボタンやセレクトボタンなどに最適の厚型照光式押しボ
タン。マイクロスイッチおよび12Vウェッジ球が付属。カラーは
赤、白、黄、青、緑の全5色。取付穴の寸法は24φ。

スタートボタンやセレクトボタンなどに最適の薄型照光式押しボ
タン。マイクロスイッチおよび12Vウェッジ球が付属。カラーは
赤、白、黄、青、緑の全5色。取付穴の寸法は29×29㎜。

選択ボタンなどに最適の薄型照光式押しボタン。マイクロスイッ
チおよび12Vウェッジ球が付属。カラーは赤、白、黄、青、緑の全
5色。取付穴の寸法は1辺38㎜の正三角形。

その他の押しボタンの紹介
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SEIMITSU
セイミツ工業の
ボタンを知ろう！

ここではセイミツ工業製のボタン各種を紹介する。様々なタイプのゲーム向けに多種多様揃えられているが、
その中からゲームセンタースタッフに馴染みある商品をいくつかピックアップしてみた。

 Chapter 

7

PS-14-K-○
セイミツ工業製　品番の見方解説

（例-1）PS-14-KN-○ KN：K（スケルトンタイプ）でN（ネジ式）の意味。Nが付かないものは差し込み式。
（例-2）PS-14-GN-C-○ GN：G（30φ）でネジ式。※Dの場合24φを示す。C：キャップのみクリアタイプのもの。

PS（プッシュスイッチ）：押しボタンスイッチの意味。
14：基本的にセイミツ工業製ボタンの型番は全て「14」になる。唯一例外の「15」はボタン厚が薄いタイプ。
K：スケルトン（透明）タイプの意味。

カラー
レッド、イエロー、ブルー、グリーン、
ピンク、クリア、オレンジ、パープル、
スモーク

PS-14-KN-M

セイミツ工業製の最新ボタンとしてピックアップするの
は、同社の最定番である「PS-14-KN」をベースに、
「回転止め」を付け最強のホールド性を実現。もともと
しっかりと固定されるネジ式だが「回転止め」が加わり
微動だにしないといったところまでホールド性が高めら
れた。既存の筐体では加工しないと取付けできない場
合もあるのでその部分は必ず確認をしたい。

最新ボタン紹介 セイミツ工業のボタンセレクション

PS-14-KN-○
セイミツ工業のボタンと言えばコレ！

「PS-14-KN-○」は30φタイプのネジ式スケルトンボタンでキャップ内部に番号や文
字等が入れられるようになっている。ネジ式は差し込み式に比べ取り付けや取り外し
に手間がかかるがガッチリとコンパネに取り付けることができボタンの回転等を抑止
できる。同社レバー同様に「しっかり」とした入力感でスイッチ自体がそうした性質のも
の。アストロシティやブラストシティの時代から同スイッチは用いられており、その感触
が指に残っているプレイヤーも多いかと想像できる。

PS-14-K-○

PS-14-DN-K-○

PS-15-○

「PS-14-K」は30φスケルトンタイプの差し込み式押しボタン。
差し込み式はワンタッチで取り付け外しでき、メンテナンスが手
軽で扱いやすい。

「PS-14-DN-K」は24φスケルトンタイプのネジ式押しボタン
で、キャップ内部に番号・文字などを入れることが可能。

「PS-15」はボタン厚が薄く狭い場所でも取り付け可能。同社
製他のボタンよりも入力感が圧倒的に軽く一部ユーザーから根
強い人気を誇る。

最新ボタン紹介

※○の部分にはボタンのカラーが入る。

基本


